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（今現在 CBCT を用いて 218 サンプルの下顎骨を三次元解析した報告は世界でもまだなく、極めて有用
であると考えられる。今回用いた体積はもちろんのこと、三次元的な距離計測、角度計測を用いること
で、より正確な下顎骨形態の解明に寄与し、また小児期の成長予測や顎整形力を付与する矯正治療の治
療効果を推定きると考える。） 
 
両副査は、上記を含めた質問に対する回答が、いずれも満足のいくものであることを確認した。 
 
主査 上條委員の質問とそれらに対する回答： 
1. 下顎枝と下顎骨体部を分けて測定するとどうなるか。 
（過去の報告では、下顎骨体部の頬舌径がHypodivergent(短い顔)で大きな値を示しました。このことか
ら下顎骨体部ではHypodivergent(短い顔)の体積がより大きくなるのではないかと考える。一方、下顎枝
部の体積においては現在、下顎枝のみの体積に関する報告は認められない。また本研究計測項目から下
顎枝の体積を推論することは困難であることから、今後検討する必要があるものと考える。） 
2. 皮質骨と海綿骨を分けて測定するとどうなるか。 
（過去の報告より咬合力などで皮質骨の厚みが厚くなるという報告がある。このことから、咬合力の強
いHypodivergent（短い顔）の皮質骨体積は大きな値を示すと考える。海綿骨において、下顎骨体部頬舌
径の厚みが皮質骨に由来するのであれば、下顎下縁平面角と海綿骨の体積は相関しないのであろうと考
える。） 
 
主査の上條委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
 
 
